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女川原子力発電所３号機 第６回定期検査の状況 

（平成２２年１０月分） 

１． 定期検査の進捗状況 

女川原子力発電所３号機は、平成２２年７月２９日より第６回定期検査を実施しておりま

すが、平成２２年１０月２７日６時００分に原子炉を起動し、平成２２年１０月２９日２３

時００分に発電を再開しました。 

今後は、定期検査の最終段階である調整運転を続けた後、平成２２年１１月下旬に経済産

業省による最終検査を受け、定期検査を終了する予定です。 

（平成２２年１０月２７日、１０月３０日お知らせ済み） 

（添付－１  女川原子力発電所３号機  第６回定期検査  主要点検工程表  参照） 

２．主要機器の点検状況 

主な機器の点検状況は以下のとおりです。 

（１）配管減肉に係る検査 

原子炉系およびタービン系の配管約７００箇所について肉厚測定検査を実施した結果、

大きな減肉はなく安全性が確保されていることを確認しました。 

 

（２）原子炉圧力容器ヘッドスプレイ配管改造工事 

残留熱除去系配管の一部である原子炉圧力容器ヘッドスプレイ配管（原子炉停止時に原

子炉上部に大きな熱の力が発生することを防止するため原子炉上部を冷却する系統）につ

いて、混合ガス（水素・酸素）が蓄積・滞留することを防止するため、混合ガスを逃がす

ためのベント配管の設置を実施しました。 

別 紙 
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３．トラブルに該当しないひび、傷等の状況について 

（１）トラブルに該当しない「ひび」、「傷」等の軽度な事象はありませんでした。 

（２）既報告の主要機器の点検で、補修等の作業が終了したものは下表のとおりです。 

  （詳細については、添付－２参照） 

報告時期、報告No． 件    名 作業終了日 備 考 

平成２２年８月分 

Ｎｏ．４（改） 

スクラム出口弁 弁棒の傷に 
ついて １０月６日 添付－２－１

平成２２年９月分 

Ｎｏ．２（改） 

湿分分離加熱器における指示

模様について １０月８日 添付－２－２

平成２２年９月分 

Ｎｏ．５（改） 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユ

ニットのアキュムレータ上部

シリンダヘッドからの水のに

じみについて 

１０月１日 添付－２－３

 

 

以 上 



女川原子力発電所３号機　第６回定期検査　主要点検工程表

年　月 平成２２年７月 平成２２年８月 平成２２年９月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

延    日 -28 -27 -26 -25 -24 -23 -22 -21 -20 -19 -18 -17 -16 -15 -14 -13 -12 -11 -10 -9 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64

定期検査開始

▼

原子炉開放 出力領域モニタ取替 N2ﾉｽﾞﾙ洗浄 原子炉圧力容器ﾍｯﾄﾞｽﾌﾟﾚｲ配管改造工事 燃料装荷 原子炉復旧

5

燃料取出 制御棒取替 原子炉仮復旧 原子炉再開放 炉心確認

原子炉開放 出力領域モニタ取替 N2ﾉｽﾞﾙ洗浄 原子炉復旧

制御棒取替 原子炉仮復旧 原子炉再開放 炉心確認

燃料取扱装置機能検査 燃料取出 燃料装荷

主蒸気隔離弁分解点検

主蒸気逃がし安全弁分解点検

主要計測機器及び一般計測機器点検

エリア・プロセスモニタリング設備点検

液体廃棄物処理系および気体廃棄物処理系機器点検

非常用予備発電装置点検

蒸気タービン点検・復水器点検・主要弁点検

発電機点検・変圧器点検・しゃ断器点検

クラス１～２機器，原子炉格納容器供用期間中検査

原子炉圧力容器ヘッドスプレイ配管改良工事

非 常 用 予 備 発 電 装 置

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

6

供 用 期 間 中 検 査

－
 
3
 
－

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

電 気 設 備

そ の 他

6

4

4

21

3

6

6

2

5
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年　月 平成２２年１０月 平成２２年１１月 平成２２年１２月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

延    日 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56

原子炉復旧 原子炉格納容器復旧 起動前試験 起動

原子炉圧力容器 原子炉格納容器 系統構成 調整運転

　漏えい検査 全体漏えい率検査

原子炉復旧 原子炉格納容器復旧

原子炉圧力容器 原子炉格納容器

　漏えい検査 全体漏えい率検査

主蒸気逃がし安全弁分解点検

主要計測機器及び一般計測機器点検

エリア・プロセスモニタリング設備点検

液体廃棄物処理系および気体廃棄物処理系機器点検

非常用予備発電装置点検

蒸気タービン点検・復水器点検・主要弁点検

発電機点検・変圧器点検・しゃ断器点検

クラス１～２機器，原子炉格納容器供用期間中検査

原子炉圧力容器ヘッドスプレイ配管改良工事

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

5

非 常 用 予 備 発 電 装 置

6

3

2

6

3

5

－
 
4
 
－

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

電 気 設 備

そ の 他

供 用 期 間 中 検 査
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女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

 

Ｎｏ．４（改）   （平成２２年８月分）

号 機 ３号機 定 期 検 査 第６回定期検査 

件 名 スクラム出口弁弁棒の傷について（対応結果） 

月 日 平成２２年８月２６日（木） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 制御棒駆動水圧系 設備区分 
安全上重要な 

系統 

設 備 概 要 
制御棒駆動水圧系は、制御棒の挿入、引抜き操作に必要な駆動水の水圧、流量を

調整し供給する系統です。 

所 見 

・ １３７ユニットある制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内のスクラム出口弁※

（以下、「当該弁」という。）の分解点検を実施したところ、２ユニットの当該

弁弁棒摺動部に傷を確認しました（８月２６日）。 

・ 原因については、傷が打痕傷であることから、弁取外し時や分解後の弁棒取扱い

時において、周辺部材と弁棒が干渉したものと推定しております。 

・ 当該弁弁棒につきましては、引き続き使用可能ではありましたが、念のため新品

に取替を行いました（８月２７日）。 

・ スクラム機能検査を行い、当該弁の機能・性能に問題がないことを確認しました

（１０月６日）。 
※スクラム出口弁とは、原子炉をスクラム（緊急停止）させる際に開状態となり、制御棒駆

動機構上部室からの戻り水を排出するための弁です。 

 

 

当該弁 

系 統 概 略 図 

制御棒 

駆動水ﾍｯﾀﾞより 

充填水ﾍｯﾀﾞより 

アキュムレータ 窒素容器 

水 

窒素 

アキュムレータ 

窒素容器 

水圧制御ユニット概略図 

窒素 

スクラム排出容器へ 

排水ﾍｯﾀﾞへ 

弁棒写真 

約１．５ｍｍの打傷 

添付－２－１ 



 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

 

Ｎｏ．２（改）   （平成２２年９月分）

号 機 ３号機 定 期 検 査 第６回定期検査 

件 名 湿分分離加熱器における指示模様について（対応結果） 

月 日 平 成 ２２年 ９月 ３日 （金 ） 発  生 発  見 確  認 

場 所 タービン建屋 設 備 湿分分離加熱器 設備区分 それ以外の系統 

設備概要 
湿分分離加熱器は、プラント熱効率を高めるため、高圧タービンから排気され

た後、低圧タービンに供給する蒸気中の湿分を除去し、加熱するための設備です。

所 見 

・ 湿分分離加熱器（Ａ）（Ｂ）の開放点検において、溶接部の浸透探傷検査※を行

ったところ、下記のとおり指示模様を発見しました（９月３日～９月２４日）。

・ 胴外面溶接部において、（Ａ）８箇所、（Ｂ）１６箇所の指示模様（線状長さ最

大２５ｍｍ）を発見しました。 

・ 内部構造物溶接部において、（Ａ）１７箇所、（Ｂ）１１箇所の指示模様（線状

長さ最大５ｍｍ）を発見しました。 

・ 管台溶接部において、（Ａ）３箇所、（Ｂ）７箇所の指示模様（線状長さ最大６

ｍｍ）を発見しました。 

・ 指示模様が発見された溶接部について、傷の除去を行い、浸透探傷検査の結果

異常がないことを確認しました（１０月８日）。 

※ 浸透探傷検査とは非破壊検査の一種で、探傷剤を使用してひび等を見つける検査。 
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系 統 概 略 図 
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容
器 
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低圧復水ポンプ

発電機 

高圧タービン 

原子炉格納容器 
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湿分分離加熱器 
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約
４
ｍ

約２６ｍ 

傷の例（（Ａ）胴外面溶接部） 

約２５ｍｍ
約１７ｍｍ 

約５ｍｍ

約５ｍｍ約３ｍｍ 

添付－２－２ 
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女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

 

Ｎｏ．５（改）   （平成２２年９月分） 

号 機 ３号機 定 期 検 査 第６回定期検査 

件 名 
制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットのアキュムレータ上部シリンダヘッドから
の水のにじみについて（対応結果） 

月 日 平 成 ２２年 ９月 ２７日 （月 ） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 制御棒駆動水圧系 設備区分 安全上重要な系統 

設備概要 
制御棒駆動水圧系は、制御棒の挿入、引抜き操作に必要な駆動水の水圧、流量を

調整し供給する系統です。 

所 見 

・ １３７ユニットある制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット（以下、「ＨＣＵ」とい

う。）の隔離解除後の現場確認を実施していたところ、1 ユニットのＨＣＵのア

キュムレータについて、シリンダヘッドから微量な水のにじみを発見しました

（９月２７日）。 

・ なお、他の１３６ユニットのアキュムレータからは、にじみがないことを確認

しました（９月２７日）。 

・ 当該アキュムレータの分解点検を行ったところ､Ｏリングにへこみが確認され

たため、新品に取替を行いました。Ｏリングのへこみの原因は、アキュムレー

タ組込時に金属同士が摺れることで発生した微小な糸状の金属を挟み込んだも

のと推定しております。 

復旧後、水のにじみがなくなったことを確認しました（１０月１日）。 
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添付－２－３ 
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